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エネルギー開発の進むサハリン 

サ
ハ
リ
ン
州
都
に
残
る

日
本
時
代
の
面
影

石
油
と
ガ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
の
取

材
で
サ
ハ
リ
ン
を
訪
れ
た
。

旧
ソ
連
製
の
ア
ン
ト
ノ
フ
24
型
プ
ロ
ペ
ラ

機
で
、
札
幌
か
ら
１
時
間
半
。
州
都
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
は
、
昭
和
30
年
前
後
の
日
本

の
よ
う
な
埃
っ
ぽ
い
街
だ
っ
た
。
道
路
は
だ

だ
っ
広
く
、
箱
型
の
旧
ソ
連
風
団
地
が
建
ち

並
ぶ
辺
境
の
地
だ
。
一
方
で
真
新
し
い
ス
ー

パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
雨
後
の
筍
の
よ
う
に

現
れ
、
人
も
街
も
資
本
主
義
へ
と
変
身
を
遂

げ
つ
つ
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
は
汗
臭
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
ボ
タ
ン
は
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
９

と
な
っ
て
い
た
。
て
っ
き
り
６
〜
８
階
は
Ｆ

Ｓ
Ｂ
（
旧
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
が
い
て
、
宿
泊
客
は
入

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
外
国
通
信
社
な

ど
が
入
居
し
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
の
ビ
ル
は
こ
う
い

う
造
り
が
多
い
）
の
か
と
思
っ
た
が
、
外
に

出
て
見
る
と
建
物
は
６
階
建
て
で
、
単
に
６

の
ボ
タ
ン
を
逆
さ
ま
に
取
り
付
け
た
だ
け
と

わ
か
っ
た
。

サ
ハ
リ
ン
の
南
半
分
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
終
了
ま
で
日
本
の
領
土
だ
っ
た
。
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（
旧
・
豊
原
）
市
内
に
は
、

か
つ
て
樺
太
庁
博
物
館
だ
っ
た
城
郭
風
瓦
屋

根
の
建
物
が
あ
り
、
今
は
州
立
郷
土
博
物
館

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
館
内
に
は
大
正
14

年
（
１
９
２
５
年
）
に
樺
太
に
行
幸
し
た
裕

仁
皇
太
子
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
写
真
や
、

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
当
時
の
市
街
地

図
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
地
図
に
は
、
消
防

番
屋
、
播
州
呉
服
店
、
大
山
肉
店
、
カ
フ
ェ

ー
マ
リ
モ
、
協
同
タ
ク
シ
ー
、
火
葬
場
な
ど

一
軒
一
軒
の
名
前
が
記
さ
れ
、
当
時
の
日
本

人
た
ち
の
生
活
ぶ
り
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

モ
ス
ク
ワ
な
ど
に
比
べ
る
と
サ
ハ
リ
ン
は

日
本
に
ぐ
っ
と
近
く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
で
は
日
本
語
を
話
す
従
業
員
が
多
い
。
私

の
通
訳
を
務
め
て
く
れ
た
38
歳
の
ロ
シ
ア
人

女
性
は
10
年
前
に
日
本
セ
ン
タ
ー
で
日
本
語

を
習
い
始
め
た
そ
う
だ
。
こ
こ
で
は
日
本
語

は
英
語
と
並
ん
で
金
に
な
る
外
国
語
だ
。

北
サ
ハ
リ
ン
へ
向
か
う

夜
行
列
車
の
旅

翌
日
の
晩
、
北
サ
ハ
リ
ン
に
行
く
夜
行
列

車
に
乗
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
鉄
道
切
符
は
す
べ
て
モ
ス
ク
ワ

時
刻
で
記
さ
れ
て
い
る
。
駅
の
待
合
ホ
ー
ル

の
壁
に
は
時
差
７
時
間
遅
れ
の
モ
ス
ク
ワ
時

刻
の
時
計
が
掛
か
っ
て
い
た
。

９
両
編
成
の
「
サ
ハ
リ
ン
号
」
は
、
北

サ
ハ
リ
ン
の
石
油
・
ガ
ス
開
発
の
拠
点

ノ
グ
リ
キ
ま
で
、
６
１
３
キ
ロ
を
14
時

間
か
け
て
走
る
。

コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
４
人
１
部

屋
。
上
下
２
段
の
ベ
ッ
ド
が
左
右
に
備

え
付
け
ら
れ
て
い
た
。
同
室
者
は
ロ
シ
ア
人

の
老
人
と
28
歳
の
ロ
シ
ア
人
青
年
。
青
年
は
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
、
伊
藤
忠
商
事
、
丸
紅
、

石
油
資
源
開
発
な
ど
が
手
が
け
る
「
サ
ハ
リ

ン
１
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

だ
。
英
語
を
流
暢
に
話
す
の
で
、
あ
ま
り
ロ
シ

ア
人
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
。「
ロ
シ
ア
人
、

英
語
を
話
せ
ば
ア
メ
リ
カ
人
」
で
あ
っ
た
。
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午
後
８
時
４
分
、
列
車
は
定
刻
通
り
出
発

し
た
。
車
窓
は
埃
が
こ
び
り
付
い
て
薄
茶
色

に
汚
れ
、
雨
滴
の
跡
が
無
数
に
付
い
て
い
た
。

窓
の
向
こ
う
は
荒
涼
と
し
た
夕
暮
れ
。
林
も

家
も
朽
ち
か
け
た
ダ
ー
チ
ャ
（
別
荘
）
も
煙

突
も
川
も
山
も
、
薄
青
色
の
夕
闇
の
中
に
沈

み
つ
つ
あ
る
。

ロ
シ
ア
人
青
年
は
韓
国
製
の
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
を
作
っ
て
す
す
り
始
め
、
老
人
は
早
々
と

上
の
段
の
ベ
ッ
ド
に
上
が
っ
て
行
っ
た
。
私

は
ウ
ォ
ッ
カ
を
ち
び
り
ち
び
り
と
や
り
な
が

ら
、
宮
沢
賢
治
の『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
開
く
。

26
歳
の
宮
沢
賢
治
が
樺
太
に
や
っ
て
来
た

の
は
大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
の
こ
と
だ
。

王
子
製
紙
に
い
る
友
人
に
教
え
子
の
就
職
を

依
頼
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
８

カ
月
前
に
肺
結
核
で
24
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た

妹
と
し
子
の
鎮
魂
の
旅
で
も
あ
っ
た
。
賢
治

は
大
泊
（
現
・
コ
ル
サ
コ
フ
）
で
王
子
製
紙
の

友
人
に
会
っ
た
あ
と
、
鉄
道
に
乗
っ
て
約
１

０
０
キ
ロ
北
に
あ
る
白
鳥
湖
ま
で
足
を
伸
ば

し
た
。
こ
の
と
き
の
旅
を
も
と
に
書
か
れ
た

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
は
、
死
者
に
会
う
た
め

に
銀
河
を
旅
す
る
童
話
で
、
主
人
公
ジ
ョ
バ

ン
ニ
を
乗
せ
た
列
車
が
最
初
に
停
ま
る
停
車

場
は
「
白
鳥
の
停
車
場
」
だ
。

翌
朝
７
時
過
ぎ
に
目
覚
め
た
と
き
、
列
車

は
北
緯
50
度
線
を
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど
越
え
て

い
た
。

車
両
後
部
の
給
湯
器
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
、

女
性
車
掌
が
乗
客
に
紅
茶
を
淹
れ
て
い
た
。

私
も
「
コ
ー
フ
ェ
、
パ
ジ
ャ
ル
ス
タ
（
コ
ー
ヒ

ー
を
お
願
い
し
ま
す
）
」
と
片
言
の
ロ
シ
ア
語

で
頼
む
。
１
杯
12
ル
ー
ブ
ル（
約
50
円
）。
各

車
両
に
一
人
ず
つ
乗
っ
て
い
る
女
性
車
掌
は
、

切
符
を
確
認
し
、
シ
ー
ツ
使
用
料
（
67
ル
ー

ブ
ル
）
を
集
め
、
菓
子
や
カ
ッ
プ
麺
を
売
り
、

廊
下
に
絨
毯
を
敷
き
、
な
か
な
か
忙
し
い
。

石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

午
前
10
時
５
分
、
列
車
は
終
点

ノ
グ
リ
キ
駅
に
到
着
し
た
。
ペ
ン

キ
が
剥
げ
落
ち
た
家
畜
の
飼
育
場

の
よ
う
な
駅
舎
だ
っ
た
。
出
迎
え

の
車
が
50
台
以
上
集
ま
っ
て
い
た
。

「
サ
ハ
リ
ン
１
」
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

と
、
シ
ェ
ル
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
が
共

同
出
資
す
る
「
サ
ハ
リ
ン
２
」
の
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
３
台
が
混
じ
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
北
サ
ハ

リ
ン
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
大
陸
棚
で
石
油
と

ガ
ス
を
開
発
・
生
産
す
る
。
後
者
の
「
サ
ハ

リ
ン
２
」
は
総
事
業
費
２
兆
円
を
超
え
る
巨

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
国
際
協
力
銀
行
も
融

資
し
て
い
る
。

日
本
人
が
サ
ハ
リ
ン
で
石
油
を
開
発
す
る

の
は
初
め
て
で
は
な
い
。

大
正
14
年
、
海
軍
の
艦
船
燃
料
の
確
保
を

目
指
し
て
い
た
日
本
は
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
か

ら
北
樺
太
の
石
油
開
発
権
を
獲
得
し
、
北
樺

太
石
油
（
株
）
を
設
立
し
た
。
生
産
の
ピ
ー

ク
は
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
で
、
当
時

の
国
内
原
油
消
費
量
の
４
分
の
１
に
相
当
す

る
日
量
６
２
６
０
バ
レ
ル
（
約
１
０
０
万
リ

ッ
ト
ル
）
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

日
ソ
関
係
の
悪
化
な
ど
か
ら
ソ
連
側
の
締
め

付
け
が
年
々
厳
し
く
な
り
、
昭
和
19
年
（
１

９
４
４
年
）
に
生
産
設
備
を
実
質
無
償
で
ソ

連
側
に
引
き
渡
し
、
利
権
は
終
了
し
た
。

「
日
本
人
は
、
時
代
を
超
え
て
こ
こ
に
や
っ

て
く
る
ん
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
」

北
樺
太
石
油
を
知
っ
て
い
る
友
人
の
言
葉

だ
が
、
果
た
し
て
「
サ
ハ
リ
ン
１
、
２
」
は

成
功
す
る
だ
ろ
う
か
。a
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↑サハリン島は南北に細長く、
面積は北海道より少し大きい。
サハリン州の人口は約53万人。
州都ユジノサハリンスク市が最
も大きく、約18万人が暮らす。
コルサコフは3番目の都市

→北サハリンの石油・ガス開発
の拠点にあるノグリキ駅。駅前
にはプロジェクト関係者送迎の
ための車も見受けられた


